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２０２０年４月１日より、小山市市民活動センター「おやま～る」の管理運営は、私たち
「ゆめ評定」に委託されることになりました。私たちのメンバーは長年にわたり、中間支援センター業

務や市民活動、地域活性化に関わってきております。
新しい「おやま～る」の創造に向けて、私たちは将来に向けた展望のもとに、さまざまな方針や企画

を考えてきました。
しかしながら、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、４月３日から研修室は会議使用のみ

となり、さらに４月１６日の安倍総理大臣による全国緊急事態の宣言により、１９日より全スペース休館
という事態になってしまいました。
その結果、多くの登録者・施設利用者のみなさまにご不便とご迷惑をおかけしたことを、こころからお
詫び申し上げます。
しかし、「降り止まない雨はない」と言われます。この感染症を我々が乗り越えたとき、すなわち、自
粛と我慢の非日常性に耐えたあかつきには、新しい生活スタイルや意識・文化が生まれるかもしれま
せん。
また、今回のウイルス対応は、「国家」と「公共」と「私的行動」の関係性を浮き彫りにしました。私た

ち市民活動センターが目指すべき目標が「市民が主体の公共性」であるとするならば、この一連の流
れの中から多くの教訓を学ぶことができたと思います。
「市民社会」は「一人ひとりの市民が主役となり、個々に独立しつつ互いの違いを認め合い、助け合
い、プロセスを大切にしながら社会づくりに参加し創造していく社会」（「現代用語の基礎知識」）と言わ
れています。
このような社会をみなさまとともに目指して進んでいくために、私たちは切磋琢磨していく所存であり
ます。ご理解のほど、どうかよろしくお願いいたします。

小山市市民活動センター センター長 結城史隆

「小山市市民活動センター」（おやま～る）とは
小山市市民活動センターは、小山市を中心に市民活動、ボランティア活動、地域づくりなどに主体的
に取り組んでいる団体や個人を支援するための拠点施設です。NPO（非営利活動団体）・ボランティア
活動はもとより、企業の社会貢献活動、自治会や商店街などの地域活動、学校におけるボランティア
活動など、地域の社会課題に向き合い地域をよくしたいと願うすべての人々と活動を対象としています。
また、会議や研修、交流などに使えるスペースを運営し、みなさまにとって利便性の高い場を提供し
ています。
さらに、市民活動団体がこれまで蓄積してきた知識や経験を整理・分析したうえで、共有化を図り、多
様で複雑な地域の課題を一歩ずつ解決していくためのプログラムを共に開発していく研究拠点的な要
素も持っています。

ポスト・コロナに向けて
新型コロナウイルス感染症の感染拡大がおさまり、日常的な市民生活が戻ってきたとき、「おやま～
る」も力強く一歩踏み出していきます。まず、最初に「登録者交流懇談会」を開催します。私たちの抱負

や展望をお話しするとともに、登録者みなさまの忌憚のないご意見、ご提案をお聞きしたいと思います。
また、団体の活動発表の場や相互交流の機会を設けることも企画しております。次ページの各種プロ
グラムの他にも、市民活動の実態を若者たちに知ってもらうワークショップ、NPOの基盤強化講座など
も考えております。
みなさまのご理解・ご協力なしにはプログラムは成立いたしません。詳細はHP、メールマガジンなど
でお知らせいたしますので、奮ってご参加されることを心よりお願いいたします。

コミュニケーション ペーパー （COMIPA)



対 象 事 業 概 要

1
●はじめの1歩を踏
み出したい人のた
めに

●「はじめの一歩」相談
※都度対応

●ボランティアをしたい人、してもらいたい人や、協働のパートナー
を探したい団体等へ「はじめの一歩」を支援

2
●活性化を図り
たい人のために

●「ボラもっと！」相談
※都度対応

●現在の活動をもっと工夫したい、もっとステップアップしたいとい
う個人や団体への支援

3
●NPO法人の設立
や運営のために

●「法人設立・
運営」相談

●法人設立相談：PO等社会貢献組織やプロジェクトの立ち上げ支
援の相談対応や個別メンタリング
●法人運営相談：団体運営や書類作成のアドバイス等

4
●まちづくりの
強化のために

●まちづくりコンサルティン
グ事業

●まちづくりに積極的に取り組んでいる組織にコンサルティング業
務を実施。団体マネジメント及び事業支援、新規事業立ち上げ支
援等においての伴走型支援

5
●団体の活性化や
スキルアップ等の
ために

●助成金獲得のための支
援プログラム

●小山市の公募型助成金制度の広報及び申請希望団体への情
報提供、助成金獲得に向けた申請支援、アドバイス等

●広報力支援、
デザイン力アップ
セミナー

●組織力アップのために必要な広報力やデザイン力等のスキルを
身につけるアクティブラーニング（参加型学習）

6

●地域活性化や
まちづくりのレベル
アップ等のために

●まちづくり団体運営支援
研修

●事業報告・予算書作成、総会の開き方等、団体として必要な分
野を取り上げてレベルアップ及び後継者育成

●地域活性化研究会
●小山市・下野市・栃木市・結城市・野木町のまちづくりに興味の
ある人対象の研究会

7

●人材育成、人材
発掘、ネットワーク
形成のために

●ボランティアコーディネー
ション力3級検定講座

●小山市内、近隣の市民の多くにボランティア及びボランティア
コーディネーションの理解促進と能力向上を図るとともに、新たな
人材発掘や人材の育成支援

●団体交流サロン
●テーマを決めた意見交換ワークショップを通じて、個々の団体・
個人の存在と思いを大切にし、気軽に意見交換や情報収集・発信
ができるネッワークを構築

おやま～る2020 プログラム

相談の対応 連携・交流
の促進

情報収集と
発信

調査研究と
プログラム
開発

活動場所の
提供

学習機会の
提供

人材の育成

おやま～る
の

大切な機能

詳細はHPを
ご覧ください



ホームページが新しくなりました！
下記アドレスもしくはQRコードから！

研修室予約・団体登録の流れ「おやま～る」施設について

○多目的会議室

フリースペースですので会議や交流などご自由
にお使いください。
※多目的会議室の予約は行っておりません。

会議や研修、講習会などにご利用ください。
※研修室利用については予約が必要です。
右図の流れを参考にご予約ください。

https://oyamaru.net/

団体登録更新のお願い

小山市市民活動センター

2階1 訪問

2

書類記入

3 提出

4 施設予約
団体登録
完了

来場の上、手続きをして予約完了となります。
3カ月後の末日まで予約可能です。
※電話で仮予約が可能です。仮予約後7日以内に
事務室にお越しの上、予約手続きを行ってください。
※予約先行申し込み制度がございます。詳細は別
紙を参照ください。
※研修室予約には団体登録が必要です。

2020年3月末日までに登録していただいた団体
に団体登録更新のお願いをしています。
7月末日までに更新表明されていない団体は再
度登録をしていただくことになります。更新される
団体はお早めにご連絡ください。

『 3月末に郵送した往復返信ハガキに更新の
チェックを入れてポストにご投函いただく』

もしくは

『メールにて更新の旨をお伝えいただく』

※更新の際、代表者や連絡先など変更点がある
方は変更点を記入の上、連絡ください。

研修室１ 研修室２

9時～13時 700円 900円

13時～17時 700円 900円

17時～21時 700円 900円

輪転機を用意しています。
一製版200円でご利用いただけます。

※小山市に所在しない企業・団体が研修室
を利用する場合料金は２倍になります。
※市民活動団体には減免措置があります。
詳しくは職員にお尋ねください。
※PC、プロジェクター、スクリーン、マイクな
ど貸出できます。

施設使用料金

○研修室1、研修室2

施設利用時間：9：00～21：00
休館日：年末年始

来場の上、手続きをして団体登録完了となります。
団体登録をすると情報公開や紹介、研修室予約な
ど、施設を最大限に利用していただけます。

○研修室予約（詳しくは別紙参照）

○新規団体登録

研修室２多目的会議室

事務室 研修室１
印
刷
室

コピー機

入口

更新方法

○印刷室



スタッフ（Web・HP担当）
藤本尚彦

センター長 結城史隆
事務局長 小針協子 チーフコーディネーター

古河大輔

コーディネーター 宮岸誠

スタッフ（総務・経理担当）
横尾麻紀子

ゆめ評定代表理事 白鴎大学教授
国際協力機構（JICA）技術顧問
とちぎ協働デザインリーグ理事
日本・世界の各地でまちづくりや
ボランティアについて調査・研究
「高齢者や弱者をおもいやり、若
い人に夢をもたせる小山を目指し
ます。」

ゆめ評定理事
とちぎボランティア・
ＮＰＯセンターのシニ
ア・コ―ディネーターを
１３年間つとめる。
「人がひとによって支
えられともに成長して
いく、そんな小山の市
民活動に関わっていき
たいと思っていま
す。」

ゆめ評定理事
小山生まれ、小山育ち
栃木県内のＮＰＯで次世代
を担う若者の支援を１０年
以上実践。
「地元小山をもっといい
まちにするために、みなさ
んといっしょに盛り上げて
いきたいです。」

桑中、小山高校、白鴎大学
出身。生粋の「おやまっ
子」。元白鴎大学職員で二
児の母。
「一所懸命がんばりますの
で、よろしくお願いいたし
ます。」

大学院修了後、民間企業勤務、
カナダなどのワーキングホリ
デーを経験。
その後、青年海外協力隊員とし
てパプアニューギニアで活動。
帰国後、宮城県で震災復興活動
にあたる。
「笑顔が世の中をよくすると信
じていいます。たくさんの笑顔
が溢れる環境をおやま～るから
創りだしていきたいと思ってい
ます。」

プログラマーとして民間
企業勤務後、まちづくり
に関わり始める。
「小山で活動する方々の
仲間や協力者が増えるよ
うに 取り組んでいきた
いと思います。」

みなさんを
お手伝いする
スタッフ

よろしく
お願い
いたします

君島将吾
須山優菜 中村永遠 折原沙英

岩井素志松村仁一 和久菜々


